
Pasupata 研 究(1)

原 實

1

玄婁が入竺 した當時, イン ドの各地に Pasupata の敏團が散在して居た事はそ
(1)(2)

の大唐西域記の記載するところであり, 叉それより古 くMathuraの 石柱碑は他
(3)

界せる學統の像を奉納する習慣がpasupataに 傳わつて居た事を明かにし, 同派
(4)

の典籍や幾つかの Purapa は Pasupata の師師相承の故事を傳えて居 るが, その

敏團構成の實態はこれを跡るべ くもない。佛敏, 誉那教等の敢團史との關係 より

しても, この黒占に關して興味ある問題を提起 し得ると思われるが, この貼に關し

てはこれまで, 如何なる形に於いて も研究の試みがなされた事 は曾つ てなかつ
(5)

た。以下に論述せんとす るものは, 極めて部分的にしか紹介せ られた事のないP
(6)

(aica) A(rtha)Bh(asya)ad P(asupata)S(utra)の 中 か ら, この 種 の 問題 に

瀾 連 あ る と畳 し き箇 所 を 可能 な限 り蒐 集, 整 理 して, 文 鰍 の記 載 す る と こ ろに 基

き, その 敢 團 の 性 格 の一 端 を浮 き彫 りに して提 示 し, 以 て先 賢 の 御 指 敦 に侯 た ん

と す る もの に他 な らな い。

(1) Cf. S. Beal: Travels of Hiouen-Thsang, Vol. 4 p. 517 (Index) (2nd Ed.,
Calcutta: 1958)

t(2) D. R. Bhandarkar: Mathura Pillar Inscription(Epigraphia Indica Vol. 21, 

1931, pp. 1-9)

(3) もと よ りこ の種 の習 慣 は直 ち に吾 人 を し てBhasa: Pratlma-nataka第 三章 第 五

頽 以 下 のPratima-grhaを 想 起 せ しめ る。

(4)140人 の師 弟 の系 譜 と傳 え るPurapaの 箇 所 に つ い て は 「宗 教 研 究 」168 P.92註

21参 照。 叉 Tarkarahasyadlpika に はIsanaの 十 八 めavataraを 読 く(D. R. Bhan-

darkar: Lakulisa (Archaeological Survey of India 1906-7. p. 190, ll. 11 ff.])

(5) S. Dasgupta: A History of Indian Philosophy 5. pp. 130-149 (Cambridge:
1955); K. C. Pandey: Bhaskari (The Princess of Wales Saraswati Bhavana

Texts No. 84, Lucknow: 1954); F. A Schultz: Die philosophisch-theologischen

Lehren d es Pasupata-Systems nach d em Pancarthabhasya and d er Rat natika,

(Walldorf-Hessen; 1958)
(6)本 文 及 び註 の 中 で 示 す 頁数 と行数 はR.A. Sastri: Pasupata Sotras (Trivandrum

Sanskrit Series 143, Trivandrum 1940)のTextに 檬 る。 Textのsandhiそ の他
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先ず極めて概略的にみた場合でも, PABh.の 中に師弟關係を中心とす る集團の

存在を指示 して居 る箇所は, これを幾つか摘出する事が可能である。
(7)(8)(9)

通 時 的 にみ た 場 合, 紳 の化 身 と その 第 一 弟 子Kusikaと の封 話, Indra Kauika

に問題 な しとしないが, 今 は燭 れない6

(7) ato rudra-pracoditah kusika-bhagavan abhyagatyacarye paripurna-paritrpty-
ady-utkarsa-laksanani, viparitani catmani drstva, padav upasamgrhya nyayena 

jatim gotram srutam anrnatvam ca nivedayitva krta-ksanam acaryam kale-
vaidyavad avasthitam aturavad avasthitah sisyah prstavan (p. 4, 11 5-8)

この章 句 は種 の問 題 を含 ん で居 る。 先 ずPABh.内 のparallelと してparipdrpa-

paritrptiな る合成 語 はp.146. Z.15にSiva紳 と の關 連 に於 い て現 われ(paripdrpa-

paritrptatvac chivぬ), 又 aturavad な る表 現 はP.82. Z。16に み え る。

更 にKusikaは 教 え を乞 う に 先 立 つ て, 自己 のjati(カ ー・ス ト), gotra(種 姓),

sruta(教 育), anrna(無 負 債)を 告 げ た とい わ れ る が, こ の 記 述 が, 抑 如 何 な る

sourceに 淵 源 す る か は遽 か に は決 定 せ られ な い。 入 門 に 際 して 師 が弟 子 に そ の種 姓 を

訊 ね る こ とはChandogya upanisad 4, 4, 4(tarp hovaca, kim gotro nu, saumya,

asi), そ の他(cf. P. V. Kane: Histrory of Dhramwiwni. vol.2, P.274)に 知 ら

れ るが, 問題 は む しろ 「無 負 債 」 に在 るo

Veda學 派 のDharmasastra は upanayana, abhivadana に 於 い て 「無 負債 」 を告

げ る必 要 を曾 つ 説 くと ころ な く, これ らで 用 い られ るanrpa(tva)は 專 ら, 初 期 三

asramaの 義 務 逐 行 に よ つ て返 濟 さ るべ き, 聖 仙(rsi), 父祀(pitr), 紳(deva)の 三

者 へ の 負債 に 關 して 用 い られ る。

jayamano vai brahmanas tribhir rnava jayate brahma-caryena rsibhyo, yajne-
na devebhyas prajaya pitrbhya esa va anrno ya putri yajva brahma-cari-vasI 

(Taittiriya Samhita 6.3.10.5) 
rnam hi vai jayate yo sti/sa jayamana e'va devebhyas rsibhyah pitrbhyo,
manusyebhyah (Satapatha Brahmana 1.7.2.11) 

maharsi-pitr-devanam gatvanrnyam yatha-yidhi putre sarvam samasajya 

vasen madhya-sthyam asritah (Manusmrti 4. 257) Cf. Kullukabhatta: ma-

harsinam svadhyayena, pitrnam putrotpadanena, devanam yajuiair......
又 Buddhacarita 9.65, Raghuvarhsa 8.30;10.2.そ の他abea, aepata, aepatva

に はBR. s. q.参 看。 又rpa, kusida, apamitya, apratittaに はW.Rau: Staat

und Geselllchaft im alten Indied P.29.(Wiesbaden:1957)参 照。

又Alivikaの 入 門 に際 して も, 入 門 者 を穴 の 中 に据 え て, そ の 毛 髪 を毛 根 よ りひ き

抜 く習 慣 以 上 に 明 らか でな ぐ(Cf. A. L Basham:History and Doctrines of the

Ajjcicepp.104-107〔London:1951〕),入 門 に 於 い てその 「無 負 債 」・を訊 す の は,

ひ と り佛 敏 のupasaplpadaの 中に み 出 し得 る の み で あ る(Mahavagga I.64 etc.Cf.

R.K. Mookerji: Ancient Indian Education, pp.394 ff.(London:1951))a

併 しな が ら,こ れ と は別 に 吾 々はManu法 典6.35に

rnani triny apakrtya mano mokse nivesayet
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等 のPurapa文 獄 そ の 他 に言 及 され る弟 子 へ の 關 読 を始 め と し て, 三種 のPra-

manaの 一, agamaを 大 自在 天 よ り師 師 相承(guru-pararpparya)を 経 て傳 わ つ
(10)

たどなす記載を學げ得るが, 共時的にみた場合でも, Pasupata十 種の Yama の
(11)

第七 kguru-susrusaを 學げて, 弟子の師に封する奉仕を詳説 して居る。その他,
(12)

弟 子 の 活 動 乃 至機 能(pravrtti)は 專 ら師 に近 坐 す る(upasadana)に 在 りと され, 
(13)

師來たつて起立すべき事(utthana), 乞食その他の故を以て寺院より外出し町に出
(14) (15)

る場合には先ず師に告げ(nivedita), その許 しを得(krtabhyanuj)べ き事等が

關読せ られる。又弟子に封する師は, 好意を以つてその質問に答えるを以つて自
(16)(17)(18)

らの 活 動 乃 至 機 能(pravrtti)と し て 居 る。 の み な らず 寺 院 はayatana, sabhaの

anapakrtya mokarp tu sevamano vralaty adhah

の 規 定 を 見, 又

rnam asmin sarpnayaty amrtatvam ca gacchati……(Aitareya Brahmapa 33.1)

を比 較 ず る時, Kusika に して 三 asramaの 義 務 を卒 え, 解 脱 を 求 む るに適 わ し と す

 れ ば, このPABh.の 章 句 の淵 源 を あ な が ち非 ヴ ェ ー ダ的 傳統 中 の み に 求 み る必 要 を

認 め な い。

(8)PABh.は このKusikaをIsanaと 共 に 久 しい 以前 に囑 す る も の とす る。(atragra

iti purva-kalam adhikurute/kusikesana-sambandh.at prak(p. 102, 1. 5) 

(9) indra-kausikadibhyas cacaryo divyo niratisaya-kridaisvarya-svabhavyad 

(p. 3, 11. 13-14).....adivya indra-kausikadyah sisya iti (p. 3, ii, 14-15)

(10) agamo nama a mahesvarad guru-paramparyagatam sastram (p. 7, 11, 15-16)

(11) p. 27, 1. 8-p. 28, 1. 21

(12) tatha bhajana-codana-prasada-sivatva-lipsopadesad duhkhantarthinah sisya-
syehopasadana-pravrttih (p. 3, 11. 10-12) 
Cf. also p. 3, 11. 14-15(codanopasadana-samskara-vasyadi-duhkhair abhibhu-

tatvac cadivya.......isya iti)

(13) utthanadi-gave samyag-vyavasthitasya vyakhyeya-vyakhyanayor bhagavan 
eva kramaso vakta (p. 8, 11. 10-11);utthana-pratyutthanabhivadana-guru-

 karya-hitakar3...... gurave 'harahar vartitavyam (p. 27, 11. 13-18)

(14)弟 子 た る もの は師 に封 し てsarva-niveditatm互 と稻 せ られ(P.27.15-16),

師 に告 げず し て乞 食 を撮 る こ と(aniveditopayoga)は6Steya中 の 一 に数 え られ る。

(aniveditopayogo nama bhaiksya-bhojya-lehya-peya-cosyadinam anyatamam 

yat kimcid gurave 'niveditam upayunkte sa ucyate aniveditopayoga iti (p. 24, 
11. 8-10])

こ の ・他, nivedayitva, nivedyateの 表 現 はP.41.7, P.14〃.8-9に み え る。

(15) ……krtabhyanujnah tada acarya-sakasan niskramya……….83, ll 16-17)

叉, anabhilfiataに つ い て はP.24. Z 5-7(alladhikara-pratigraho nama iha sastre

anabhyanujnatanam go-bhu-hir-anya-dvipada-catuspadadinam grahanam) 
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(19)

語 で示 され, 就 中ayatanaは10kaと の封 蹄 に於 い て 現 わ れ, 乞 食 の專 ら後 者
(20)

より得 られた事情 も明 らかである。

(16) anugrahartha cacaryasya pravacana-vaktrtve pravrttih (p. 3, 1. 10) 
Cf. p. 4, 11. 13-14 (sisyenodiritam purvam prasnam apeksyoktavan atheti/ 

evam ayam atha-sabdah prsta-prativacanartho sti)

(17)PABh.に よれ ば, 五段 階 あ る修 行 の 中 で そ の第 一 はayatanaに 於 い て行 わ れ る。1

尚Brahmapa文 鰍 のayatanaの 概 念(Wohlstand十Festigheit=Burg)に つ い て は

W.Rau: op.cit. P.127参 照。

1(18)
sabhaの 語 はPABh.に 於 い て唯 一 同 出 る の み で あ る。 gitam api gandharva一

sastra-samayanabhisvangena yatra bhagavato mahesvarasya sabhayam gauna-

dravya-ja-karma-jani namani cintyante tat (p. 13, ii. 14-15), - 3 Brahmana

文 鰍 中 のsabhaの 語 義 に つ い て はW. Rau:op.cti. pp.75-83参 照。

(19)Pasupata修 行 の第 二 段 階 は世 俗(10ka)に 於 い て 實 騰 せ ら れ る。(tatrayatane

snana-hasitadyah, loke ca krathana-spandanadyah vidhi-kriyab ity evam……

(P.66..15-16.Cf. P.68.17-19。 PS.4.6cf. P.97, 11ff)從 つ てP.

129.Z.13にayatane vasaty-arthahと あ る の は10kaの 誤 り で あ ら う。 こ の 事 は

P.130, Z.10よ り し て も明 ら か で あ る(vasartho lokas ca甜nyagaralp tatha

smasanarp ca rudras ca panca desaniyatam siddhy-artham akhyatah)。

(20)寺 院(ayatana)と 町(grama, nagara)と の 封 蹉 は 次 の 章 句 に よ り到 明 す る。

先 ずPasupata行 者 は そ の 中 に 沐 浴 臥 床 す べ き 茨 を 町 よ り得 來 る。

gramadibhyo bhaiksyavad bhasmarjanam kartavyam (p. 8, 1. 21)
bhasma-bhaiksyodakarjanadi-nimittam gramadin pravistasya...... (p. 37, ii. 

10-11)

...... dyatanan nirgamah bhasma-bhaiksyodakarjanadi-nimittam gramadi-

praves ...... (p. 35, ll. 16-17)
行者 は恥部 を覆 う一衣 みをまと うべ しとされ るが, 衣類 も亦町 よ り得 られ る。

yat kusalenabhyupayenopapadyate tad eka-patalam aneka-patalam va gram-

yadibhyo nisparigraham kaupina-pracchadana-matram lajja-pratikarartham 
caikam vaso grahyam (p. 34, ii. 18-19)

因 み にPasupata行 者 の よ り卓 れ た もの は裸 形(avasa va PS.1.11)で あ る。

乞 食 も町 よ り得 られ る事 情 は既 述 の茨 の場 合 と一 般 で あ る、(Cf. p.120, ll.17 ff:

yathapdrvarp gramadi pravisya bhaiksyarjanarp krtva……)が, 行 者 が乞 食 のた

め に 町 を俳徊 す る事 情 は次 下 の二 つ の章 句 よ り知 られ る。

grhad grham paryatams to na grham parivarjayet (p. 32. 1, 20) 
tac ca nagara-gramadibhyo grhad grham paryatato...... (p. 118, ii. 18-19) 

tatra yada gramam nagaram va krtsnam atitva na kimcid asadayati, sah 
alabha-kalah (p. 120, ii. 10-11) 1

因 み に このalabha-kalaはaparyapta-kalaと 封 比 せ られ る。

この他 ayatana に 封 す る grama の語 はP.83, ll 16-17, P.107. Z.14に, 又
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(21)

斯 く通時的, 共時的にみても, 師弟關係を中軸とする敬團乃至寺院の存在した

事は明瞭であるが, この種の大きな問題は今 ここに詳 しく紹介する鯨裕がないの

で他 日を期し, 本稿の趣旨とするところは專 らPasupata教 團に入門を許された.

者がバ ラモンに限 られて居た事情を文鰍の内的謹櫨に基いて跡 り, 傍 ら弟子の語

の現われる箇所を註に提示 して索引の形にまとめ, 更にPasupata Concordance

作製への足場を築かんとするに在る。

II

pasupata敢 團 が バ ラモ ンを偏 愛 した所 以 の もの はsiva紳 の地 上 降下 の 傳 説

の 中 に跡 り得 る もの の如 くで あ る。

tatha sista-pramanyat kamitvad ajatatvac ca manusya-rupi bhagavan brahmana-
(22)

kayam asthaya kayavatarane avatirna iti/tatha padbhyam ujjayinim praptah (p.

3, ll. 15-17)

こ こ に紳 は バ ラモ ンの膿 に接 っ てKayavatarapaに 化 身 した と され るが, この
(23)

故 事 は碑 文 やPurapaの 記 載 す る と こ ろ と一 致 す る。

併 し乍 ら, Pa6upata行 者 を 專 らバ ラモ ンに限 つ た事 情 を蝕 りに も明 瞭 に 指 示

す る もの と してps.4.20を 學 げ得 る で あ ろ う。 一切 の 儀 軌(vidhi)の 規 定 す る

と ころ を修 了 し, 究 極 のRudra-samipaに 到 り, 不 退 轄 の境 を得 る もの はバ ラ モ

ン に 限 ら れ る。

na ka6 cid brahmapah・punar avartate(PS.4.20)

PABh.は こ のsutraが バ ラ モ ン に 限 られ る(brahmapesv eva;brahmapa

(24)

eva nanya)事 を強 調 し, Rudra-samipaは 聖 地 巡 禮 の 法 の 如 く凡 て の人 に 開 放

bhiksu-da-grhaの 語 もP.136.ll. 4, 8.13.17, 20-a1等 に 散 見 す る。

(21) この 鮎 につ い て, sisya-salpbandhartham, (P.4.1.4)sisya-pralobhanartham

 (p.42.l.3)の 合 成 語 も注 目 さ るべ きで あ ら う。

(22)Siva紳 とUjjayinlと の 關係 に つ い て は, 宗 教 研 究168. P.86, 註37。

(23) こ の故 事 とPurana文 胤, 碑 文 との比 較 封 照 は別 の機 會 に討 究 した(干 潟 博 士 古

 稀 記 念 論 文集 所 牧)。

(24) kas cid iti grhasthadyah/sthana-matra-vailaksanya-darsanad brahmanesv 
eva kascic-chabdah/grhastho brahm, acari vanaprastho bhiksur ekavedo dvi-
vedas trivedas caturvedo gayatri-matra-saro vanena vidhina rudra-samipam 

praptah san na kas cid brahmanah punar avartata ity art hal?/brahmana-gra-
hanam brahmanyavadharanartham, brahmana eva nanya ity arthah (p. 106, 

ll. 13-18) 
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され た もの で な く, Samskaraの 如 くバ ラ モ ンの み に 限 ら れ る と 公 言 す る。

然 ら ば こ のpasupata行 者 と し て の バ ラ モ ン は 如 何 な る 資 質 を 具 え た も の で あ

ろ うか。 以 下 に こ の 問 題 を 考 究 す る で あ ら う。

Pasupata敏 團 に 入 る入 門 者 の 資 格 と し て 次 の 如 くい わ れ る。

yasmad ayalp brahmavarta.desa.jahkula-jab patv.indriyo vividisadi-sarppannah

sisyab (p.4,, 17-18) 1

(26)

即ち弟子たるものはBrahmavartaに 生を享け, 家柄正 しく, 諸根敏にして且

好學心乃至求道心に燃えるものとせ られる。ここに諸根敏なりといわれる所以の

ものは身髄的障碍なきものを指すが, 次の章句は別の観鮎よりしても注 目すべき

であろう。

tatha brahmana-grahanat stri-pratisedhad indriya-jayopadesac ca/uktam hi 

 badhiryam andhyam aghratvam mukata jadata tatha 

 unmadah kaunyam kusthitvam klaivyam gudavarta-parnguta 

(evam) adi-rahitah patv-indriyo brahmanah sisyah (p. 3, ll. 4-8)

即ち聾 盲, 嗅畳不能, 唖, 馬鹿, 狂人, 手足の障碍, 癩, 性的不能, 肛門閉

塞, 蹟等の身髄的障碍なき, 諸根敏なるバラモンが, Pasupata入 門者 とせ られ

る。この種の規定は部分的に佛教の具足戒を想起せしめ, 又類似の規定は習那教
(27)

のそれにもみえる如 くであるが, 今は唯Pasupataの 資料と提供するに留めて,

飴は本邦の佛教學者の御示敢に侯ち度いと考える。

(28)

斯 くの如き, 弟子の生れ正しく, 身髄的障碍なきバ ラモンたるの資格は, 入門に

際し工師のよく槍査するところであつた ものの如 くであ る。この事はpariksita

の語がsisyaに 冠せられ, 入門式にことよせて言及される間に看 取せ られ る。

(25) na tirtha-yatradi-dharmavat sarvesam/kim to samskaravad brahmanasyaiva 
 (p. 106 1. 10) 

(26) Cf. Manusmrti 2-17-18, P. . 2. p.
15(Poona:1941)。 猶 Aryavarta は む し ろ祭 式 執 行, 梵 語 使 用 に 關 して 用 い られ る

 表 現 の如 くで あ る。(L.Renou:. na tirtha-yatradi-dharmavat sarvesam/kim to samskaravad brahmanasyaiva

P.17, cum lit.(Gdttingen:1957)Purapa文 献 中 のBharatavarsaに 關 し てはW.

Kirfel:Bharatvs(Bonn.1931)参 照。

(27) S. B. Deo: History of Jaina Monarchism, pp. 214-215 (Poona: 1958)

(28)尚 バ ラモ ン た る所 以 は又 次 の如 くい わ れ る。
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PS.1.1"vyakhyasyamah"の-sya-を 註 す るPABh.に 次 の 如 くい わ れ る。
(29)

sya ity esye kale/yavad ayam acaryo grha-sthadibhyo 'bhyagatam purvam ataha 

sabdat pariksitam brahmanam vratopavasadyam mahadevasya daksinasyam mur-. 
(30) (31)' (32) (33) 

tau sadyo-jatadi-samskrtena bhasmana samskaroti utpatti-linga-vyavrttim krtva 

mantra -sravanam ca karoti tavad esyah kalah kriyate, (p. 8, ii. 5-9)

印 ち師 た る者 は, asramaに 屡 す るバ ラモ ンを よ く検 査 して, そ の後 彼 を 自在、

天 の南 側 の 像 の許 で, mantraに よ り浮 め られ た 茨 もて 浄 化(salps-kr-)す るの

で あ る。Sutra中 のatahの 語 は斯 く弟 子 のgupa-vacanaで あ り, Pasupata究

upacaya-janma-yogat samskara-yogat sruta-yogac ca brahmanah (p. 106, ll.

18-19) 

(29) atah N: PS. I. 1: athatah pasu-pateh pasupatam yoga-vidhim vyakhyasya-
mぬ の第二語 であ る。

(30) Cf. PS.1.9:maha-devasya daksina-murteh

(31)Cf. PS.1.40:sadyojatarp Prapadyami. こ の sadyojata以 下Taittiriya Arap-

yaka援 用 の 五 mantraはPasupataに 於 い て 五 つ のbrahmanと 構 せ られ, 各 巻 の

しめ く く りを なす。 これ らmantraに つ い て は, 宗 敢 研 究168, PP.83-79参 照。

(32)同 類 の表 現 は他 所 に もみ られ るo

.... adyo jatadi-samskrte bhasmani ratrau svaptavyam (p. 10, 1. 11) 

atha trisu snana-kalesu sadyo jatadi-samskrtena bhasmana japata snatva

(p. 13, 11. 9-10)
(33)茨 は 浄 化 の 作 用 あ り, 就 中pasupataに 愛 用せ られ る。

samsarga-jas ca ye dosa ye canye pitr-matr-jah 

anna-pana-krtas caiva sankara deham asritah 

sarvams tan dahate. bhasma asthi-majjagatan api (p. 29, ii. 13-15)
kesa-kitopapannani dustannani ca yani vai 

bhasmana sprsta-matrani bhojyany ahur manisinah (p. 29, ii. 17-18) 

madyam pitva guru-darams ca gatva steyam krtva brahma-hatyam ca krtva/

bhasmoddhvasto bhasma-rasau sayano rudradhyayi mucyate patakebhyali

(p. 29, 11 20-23)
猫 最 后 の4 Pataka は も と よ りManu法 典11.54に い わ れ る5 mahapataka中

(brahama.hatya surapanarp steyam gurv-ahgana-gamah)に 数 え られ る。

Pasupataを 離 れ て も, この 種 の 茨 に よせ る俗 信 は 汎 く印度 に み られ る 如 く で あ る

(Cf. J. Gonda: Foor Studies in the Language of Veda,  PP.89-90〔`s-Gra-

venhage:1959〕)。 術Gonda援 用 のJ.J. Meyerの 書 は不 幸 に して参 照 し得 な か

つ た。 又 bhasman の語 源″der Ort wohin man blasst(um das nachts darunter

schlafende Feuer wieder anzufachen) に つ い て はP. Thieme: psu(Festschrift, 

W.Schubring.〔Hamburg: 1951〕)P.8参 照。
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極 の 目標 た る dubkhanta は唯 よ く槍 査 せ られ た バ ラ モ ンの み に宣 述 せ られ 圏。

斯 る資 格 を 具 え, 更 に師 の槍 閲 を経 て入 門 を許 され た弟 子 乃 至 修 行 者 は當 然 選

りす ぐ られ た 者 とな る道 理 で あ る。sisyaは 「他 よ り卓 れ た 者(anya-Visista)」
(35)(36)

と され るが, 彼 は蓋 しよ り卓 れ た もの を 目標 と して(visesarthin)修 行 に い そ し

む。 茨 中臥床 を説 く間 に, 

kim ca visesarthitvat/visesarthi cayam brahmanah/uktamhi

na visesarthinam nidra ciram netresu tisthati 

hayanam iva jatyanam ardha-ratrardha-sayinam (p. 10, ll. 5-8)

と い われ, 「この バ ラ モ ン」 は 生 れ正 しき駿 馬 に比 せ られ る。 こ こ に 「よ り卓 れ た

も の(visesa)」 とはpasupaね の敏 義 の説 くと ころ に他 な らな い が, 彼 ら は 蓋

し選 民 意 識 を有 して 居 た もの の 如 くで あ る。

(34) aha-kim pariksitaya sisyaya duhkhantah pratijnatali utapariksitayeti ?/ 
ucyate pariksitaya/yasmad aha-ata iti/atra atah-sabdahsisya-guna-vacane 

(p. 4. ii. 15-17) 

(35) sa canya-visisto yam sisya iti (p. 3, ii. 8-9) cf. also p. 4, ii, 15-17.
sisyaがanya-visis如 で あ る と同様 に, acaryaに つ い て も同種 の事 が い わ れ る。

kaivalya-gatanam api duhkhitva-darsanat karya-karana-pratyaksa-darsi vi-

pratvad upayopeya-pratyaksa-darsitvac ca prasna-prativakta aisvaryavasthas 
caiva muktatvan mano 'manah-samsthas ca kamitvad atah sarvacarya-visisto 
'yam acarya iti (p. 2, 1. 20-p. 3, 1. 3)

(36)visesa 乃 至 visistaは も とよ り 「他 と旺 別 され 」 それ 故 に 「よ り卓 れ た 」 もの を

指 示 す る が, Pasupataに 在 つ て は就 中, visesaの 語 は 他 學 派 の教 義 と自 己 の そ れ と

 を比 較 し, 後 者 の卓 れ た所 以 を説 明 す る一術 語 に用 い られ る。(samasa-vistara-vibhaga-

visesopasamhara-nigamana: p, 6, ZZ, 21 ff, p.88, ZZ, 6-7, p.42, ZZ.11-12, 15

 P.147, 1ff. etc)。 こ こ に比 較 封 踪 せ ら れ る 側 の も の は, 或 場 合 に はVedaの

紳 々乃 至mantraと な り, 又 或 場 合 に はSarpkhya-yogaと な る。 この種 の他 思 想 と

pasupataと の 關 係 に 關 説 す る章 句 の完 全 な枚 學 と整 理 とは他 の機 會 に譲 る が, 今 は唯

Pasupata の yukta が梵 天 を超 え, Sarpkhya-yogaを 凌 駕 す る所 以 を 示 す 一 例 を,

visesaと の關 連 に於 い て, 掲 げ る に留 め る。

evam anena yuktena brahmadayo deva visesita bhavanti/tad-asangadi-vacanat/ 

aha-atha samkhya-yoga-muktah kim na visesitah ?/ucyate-visesitah/katham?/

tad-jnanatisayat/katham?/samkhya-yoga-muktah kai'valya-gatah svatma-

paratma-jnana-rahitah sammurchitavat sthitah/asya to jnanam asti (p. 140
ii. 8-1.3) 
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の み な らず, バ ラ モ ンの優 越乃 至 偏 好 の思 想 は 「そ の 故郷 に バ ラモ ンな し」 と

な す 他 人 の 言 が そ の 當人 に片 身 の狭 い思 い を させ, 以 つ て怒 りを誘 獲 す る とな す

章 句 に よ つ て も明 らか で あ る。

Pasupata十 種 のYamaの 中, akrodhaは そ の第 六 に位 し, PABh.はkrodha

の因 た るnindaを 枚 學 す るが, そ の最 初 にdesaに 基 くnindaが 説 か れ る。

tad yatha-yatra bhavan jatas tatra dese brahmana eva na santiti yadi kas cid 

adhiksepam kuryat, tatra krodho na kartavyah (p. 25, 1. 19-, p. 26, 1. 1)
(37)

斯かる輕蔑をうけた當人は激しい精神的苦痛を経験する道理であるが, 行者は
(38)

須 くdesaを parisahkhyanaす る こと に よ り, そ の 輕 蔑 の 故 な き を悟 つ て,

akrodhaを 行 す べ き こ とを漿 め る。 desa-nindaが 斯 る内容 を もつ とい わ れ る 背

後 に も, 吾 人 は バ ラ モ ン優 越 の思 想 を看 取 す る事 が 出來 る で あ ろ う。

併しながら斯 るバラモン優越偏好の思想はこれを逆にみ る時sodraの 劣性乃

至 排 斥 の 圭張 とな るが, Pasupata-sutraに 於 い てSodraの 輕 蔑 の 思 想 は これ を

明 瞭 に看 取 す る こ とが で き る。 寺 院ayatana, sabhaに 於 い て灰 中沐 浴 等 のni-

(39)ramaを 行ずる行者が故あつて外出し, 町に入る際 彼には糞尿をみる事と同時
(40)(41)

に 婦 女, Sudraに 話 しか け る事 が 禁 ぜ られ て 居 る。 PABh.に 由 れ ば, Sudraは

socana+drohapaを 以 つ て語 源 分 解 され, 上 暦 三 階 級 に奉 仕 を な す 者 と さ れ る

(37)tlvralp dubkharp manasam abhivyajyateと 同 類 の 表 現 に つ い て は, 

tenamusmin loke tivram duhkham anubhavati (p. 22, ll, 18-19) 
tat-tivra-duhkhabhibhutah pancatvam apuh (p. 133, ll. 16-17) 

visaya-ksaye ca punar visayinam tivra-duhkham abhivyajyate (p. 134, ll. 
15-16) 

pascat punas tasyanucitena bahyena vayuna jananavartena sprstasya tivram 
duhkham abhivyajyate (p. 142, ll, 4-5)

(38)pari-sahkhyanaの こ の種 の 意 味 は, 佛 敢 梵 語 のprati-sahkhyanaの そ れ を想 起

せ しめ る。F. Edgerton: Buduhkham abhivyajyate P.371 Cf. Saun-

darananda, 8. 55, 15. 4 (Johnston : insight), 14. 14 (circumspection), (Cf. Y. 

Hakeda: Buddhist Hybrid Sanskirt Words in Asvaghosa 's Kavyas. JAOS. 82) 

p 158), Yoga Sutra 2. 2, 11. Harsacarita 8 (BSPS. 66, P-338, 1.9)
(39) 「町 」及 び 「町 に 入 る 」 の 表 現 に つ い て は 註20に 列 學 し た。 又gramaの 古 義(eine

Schar wandernder Viehzuchter)に つ い て はW. Rau:op.cuIt. PP.51 ff. nagara

 の 語 源 に つ い て はP.Tedesco:Word 3. PP.80 ff参 照。

(40) PS.1.12:mutra-purisam navekset

(41) PS.1.13:stri-sudram nabhibhaset
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(42)

が, 彼 らに怒鳴られたり, 又話 しかけられた りすると, 人は急怒を感 じ, 殺意を

催 して果ては却つて自らのカース ト, 知識 タパス, 學問を失 う結果 とな りかね
(43)

な い。Sudraが 行 者 の急 怒 の因 とせ られ る事 情 はPABh. ad PS.1.18に 糞 尿 の

見, 婦 女, Sddraの 三 者 に夫 嫌 悪dvesa, 欲 望iccha, 念 怒krodha; を配 して
(44)

居 る事によつても明 らかである。行者は須 くこれ ら三つの感情を誘獲する因を澄
(45)

け, これ らを滅 してbhava-SaUcaに 到 るべ き で あ る と説 か れ る。

上 來 説 くと ころ に よ つ て明 らか な如 く, Pasupataの 行 者 はバ ラ モ ンで な くて

は な らな い が, それ へ の誇 りは併 し修 行 の障 りとな る。Pasupatasatra 4.9に は

sanmanaを 戒 め, それ を除 去 す る事(asanmana)は 一切 のyantra中 の最 勝 な
(46) (47)

り と 説 か れ る。PABh.はmanaに2種 を 分 か ち,  laty-abhimanaとgrhastha-
(45)

bhimanaと す るが, そ の第 一 はバ ラ モ ンたる の 身分 へ の 自驕 に他 な らな い。

併 し乍 ら, Brahmapaな る語 を文 鰍 學 的 に 整 理 した 者 は, 「この バ ラ モ ン(ayarp

(42) sudro namayam lokadi-prasiddhas tri-varna-paricarakah/socanad drohanac 
 ca sudrah (p. 36,  ll. 16-17) 

(43) sa khalv adayalur' iti krtva pratisidhyate/kim artham ?/tenakrustas cabhi-
 hatas ca va kruddhas tad-vadhartham pravartate/ato jati-jnana-tapah-sruta-hanir 

 bhavati (p. 36, ll. 17-19) 

(44) naveksed nabhibhased ity ukte arthad apannam drste cabhibhasite ca 
 dveseccha-krodha utpadyante (p. 40,  ll. 7-8) 

 ato dveseccha-krodha-nimittatvan mutra-purisa-str3-sudra-pratisedhah kriyate 

 (p. 36,  1. 11)
こ の 他Sadraと 急 怒 と の 關 係 はPABh. ad PS.1-9にPasupata Yamaの 第 六

akrodhaを 説 く間 にsudra-pratisedhatと な し て 聖 典 の 典 櫨 を 學 げ る 事 情 よ り し て

も剣 明 す る(akrodhas tantre siddhah/kasmat?/sudra-pratisedhat, atitapopade-

sac ca:p.25, ll:6-7)0

(45) bhava-saucaはPasupataのsauca(gatra-sauca, bhava-sauca, atma-sauca)

 の 一 と し てP.30.ZZ.5-20に 説 か れ, 又P.40に はatma-saucaと 並 列 せ ら れ る。

(46) asanmano hi yantranam sarvesain uttamah smrtah (PS. 4. 9) 
(47) mano 'tra dvi-vidhah/jaty-abhimano grhasthabhimanas ca/tatra jaty-abhi-
 mano nama brahmano 'ham iti/pu jyatvad urdhva-gamanadinam karyanam 
 ucchritatvat trayanam api varnanam upadesena gurutvad yajna-kartrtvat trai-

 lokya-sthiti-hetoh brahmana 'ham iti prathamo mano jaty-utkarsat (p. 100, ii. 

 3-7)

(48)全asrama中 でgrhasthaを 以 っ て最 上 な りとす る思 想 につ い ては, 例 え ば

ananto bhoginam devah, senaninam ca pavakih

-405-



pasupata研 究(11)(原)(67)

(49)

わrahmapa)」 な る語 が 就 中Pasupataの 説 くと ころ を, 他 のそ れ ら と封 照 し, 爾

者 の優 劣 を強 調 せ ん とす る文 脈 に屡 出現 す る事 實 を看 過 し得 な い で あ ろ う。 以

下 に吾 人 は この種 の文 脈 を一 括 して提 示 し, 本 稿 の しめ く く りとす る。

evarp(daksipa.mortir ity ukte P)asya brahmapasya pdrva.prasiddha niyama nl.
(50)

yamaib pratisidhyante(p.15, 16-18)

古 き niyama を慶 し, これ に替 わ る に Pasupataのyama, niyama を以 つ て

す るはkila-pratlkilavatと いわ れ, 古 き嚢 に新 酒 を 盛 る に 似 る(purapodaka-

navodakavac ca,  P.15. Z.18)。 同様 に入 門 後 の バ ラ モ ンは, それ 以 前 の 状 態 と

は, そ の崇 拝 の封 象 に關 して轄 換, 入 れ 替 え を経 験 せ ね ば な らな い。

porvam asya brahmapasya deva.yajane pitr.yajane cadhikaro'dhigatab/tasmat

tebhyo deva-pitrbhyo bha:kti.vyavartanalp krtva ubhayathapi mahesvare bhavam

avasthapya yajanalp kartavyarp nanyasya (p.63, 6-9)

祀 露, 紳 性 に 捧 げ られ し曾 て の 誠 信 は そ れ らを 共 に, 大 自 在 天 に 輻 換(bhakti-
(51)

vyavartana)せ ね ば一な ら な い。

asramanam grhastho 'ham isvaranam mahesvarah (Isvaragita 7-9) 

trayanam asramanam to grhastho yonir ucyate (Kurmapurana 1. 2.51 cd) 
anye tam upajivanti tasmac chreyan grhasrami 

aikasramyam grhasthasya caturnam sruti-darsanat (KP. 1. 2. 52) 

tasmad garhasthyam evaikam vijneyam dharma-sadhanam (KP. 1.2.53. ab) 
krta-daro grhe kurvan deva-pitratithi-kriyah 

dhanais tri-vargam prapnotigrhi by asramanam varah (Kathas. 24. 152) 

api prasannena maharsina tvam samyag-viniyanumato grhaya kalo by ayam 

samkramitum dvitiyam sarvopakara-ksamam asramam to (Raghuvamsa 5.10)
そ の 他 法 典文 學 中 の言 及 に關 して はP.V. Kane: Hustirt of Dharmasatsra vol.

2pp.424-425, 640-641 (Poona; 1941)

(49) このPABh.全 般 に 亘 っ てバ ラ モ ンの語 に 冠 せ られ るayam(brahmapab)は 或

い はJ.S. Speijerの い う"proper word"か も しれ ない。 然 る時 こ のayarp brah・

mapahに はPasupata集 團 に 屡 す る もの とな す意 識 が濃 厚 で あ る。 この種 のayam,

就 中戯 曲 に用 い られ るayarp janah(=δδε δ δνμρ)のayamに つ い て はJ. S.

Speijer: Sabskrit, p.204§ 273(Leiden:1886)参 照。

(50) Cf. sthulopaya-purvakatvat suksma-vidheyadhigamasya purvasrama-niya-

ma-pratisedhartham atyおrama.yama.niyama.prasiddhy.artharp ca(prag P)

vidhib prathamaIp vyakhyayate(p8, ll. U-13)

倫 atyasramaに つ い て は 宗敢 研 究168 PP.91-83参 照O又 これ ら二 つ の類 似 の構

文 が 共 々Prakarapaの 終 りに 出 る事 實 も注 目 さ るべ きか も知 れ ない。

(51) Cf. p.64.1.17: yatra purvam deva-pitrbhyo vyavartitaya bhaktya mahe-
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Pasupata行 者 の行 ず べ き修 行 の果 を説 き, そ の一 た るmahatmyavaptiを 説

く間, 然 らざ る もの(amahatmya)と 封脈 して

yasya sannidhyad ayam brahmanah paridrstartho pi bhutva dustasvatara-ratha-

sthaniyair dehendriyadibhir apanryate apahriyate tad amahatmyam (p. 67, 11. 7-9) 

yasya sannidhyad ayam brahmanah snana-sayananusnanadi-krathana-spandanad-

hyayana-dhyana-smarana-karana-samartho bhavati paraya sraddhaya yuktas tan 

mahatmyam (p. 67, ii. 13-15)

とな し, Pasupataの 定 め る儀 軌(bhasma)snana-sayana etc.に よ つて 卓 れ牽 る

バ ラモ ンの到 達 す る境 地 を, 然 らざ るバ ラ モ ンの そ れ と の封 瞭 關 係 に於 い て 強 調

す る。 更 にPS.は 神 通 力 を得 たpadupata行 者 の 屡 性 と して 八 つ の瑞 相 を逐 一枚

學 す るが, そ の 第五aksayaを 説 くPABh.に は 次 の 如 くい わ れ る。

atra a-karah ksaya-pratisedhe/atra ksayo nama sati purusa-nityatve purvam asya 

brahmanasya tais tair aisvaryair apakarsah/ahamkarika-mahad-atmakadibhir ani-

tyo yogah/ayam to anena nityena mahesvarenaisvaryena yogat purusah aksayah 

ity upacaryate (p. 49, 1. 16-., 50, 1. 2)

こ こにPasupataの 自在(aisvarya)及 びpurusaと 優 劣 封踪 の關 連 に於 い て 出
(54)

さ れ る も の がSamkhya-yogaの そ れ で あ る 事 は 看 取 せ られ る が, こ こ で も入 門

svaralp yajato……又citta-vyavartanaの 表 現 はP.64.1.7に み え る。 猫 bhakti

 はP.71, Z.10, P.71 Z.15に てbhava, P.71, Z.12に て はbhavanaと 註 せ られ,

 更 にP.62.Z.19で はbhavanaはyajanaと 同 義 語 とせ られ る。

 又Pa6upata行 者 のbhaktiが 專 ら 自在 天 に捧 げ ら るべ き事 情 は,

nanya-bhaktis to sankare (PS. II.20, cf. p.148, Z.8)

 mahadeva-grahanad anya-devata-bhakti-pratisedhah(p.15, 1.15)

この他bhaktiの 語 は合 成 語 と なつ て, bhakti-vivrddhi(P.11.1.5, Z.9), bhakti・

samipa(P.110, Z.4)に み え る が, bhajasva mamの 表 現 は1.45に み え る(ろ 加 ・

jasva mam, trayasva mam anugrhpisva mam ity arthah. p.54, Z.18)。 但

TA.相 當 の 句 に はbhavasvaの 讃 み あ り, 意 味 の 取 り様 は全 く別 で あ る(ASS.36.P.

 753)尚 この種 の構 文 に つ い て は 日本 佛 教 學會 年 報28PP.7-9参 照。

(52) ity etaih purvoktaih avasyatvanavesyatvavadhyatvabhitatvaksayatvajarat-
 vamaratvapratighatatvakhyaih astabhir gunaih siddhi-laksanair yukto bhagava-

 to mahadevasya maha-gana-patir bhavati (p. 52. ll. 9-11)

(53) PS, 1. 27-37

(54) この事實は又近 接の文脈 に よつて も知 られ る。

ahosvit parthivapya-taijasa-vayavya-vyoma-manasahamkarika-mahad-atma-
kadivad anityam iti (p. 49, ll. 5-6) 
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を契 機 と して 一 輻 上 昇 の 途 を 跡 る事 情 を指 示 して居 る。 入 門 を契機 と して優 劣 を

強 調 せ ん とす る意 圖 は, これ ら及 び類 似 の文 脈 の 多 くがPurvam(曾 て)の 語 を
(55)

含 む 事 實 よ り・しで も立 謹 され る如 くで あ る。

III

上 來説 き來 つ た とこ ろ は, PABh.を 中 心 とす るBrahmapaの 語 を文 鰍 學 的 に

整 理 して提 示 した もの に留 ま るが, これ ら に基 い て吾 人 は一 鷹 の結 論 を導 出 す る

こ とが可 能 で あ ろ う。

Pasupata行 者 は先 ず バ ラ モ ンで な くて は な らな い。 入 門 に際 し て, そ の 出 生

正 し く諸 根 敏 な る こ と は, 師 の よ く検 閲 す る と ころ で あ り, 彼 らは他 學 派 乃 至 宗

教 よ り もよ り卓 れ た も 目指 して(visesarthin)修 行 す る 「選 民(anya-visista)」

で あ る。 この事 は又 バ ラモ ンの 語 が, Pasupataの 敏 義 と他 の そ れ ら を 優 劣 封踪

す る文 脈 に 出 る事 實 よ り して もその 支 持 を得 て居 る如 くで あ る。 こ のバ ラ モ ン偏

重 の 淵 源 はsiva紳 の化 身 傳 説 に端 を獲 す る もの の 如 くで あ るが, そ の問 題 を 暫

く措 い て も, rRudraと の共 在(sayujya, rudra-samipa)」 を得 て, 不 退 轄 の 境

を得 る者 が唯 バ ラモ ンに限 られ る事 は, PS.自 らの 明 示 す る と こう で あ る。 バ ラ

モン偏好の思想は随所に散見するが, それと同時にSddraの 輕覗は鯨 りにもあか

らさまに述べ られる。婦女はもとよりSydraと 同列視せられて敢團より遠 ざげ
(56)

ら れ, 比 丘 尼 僧 伽 の 成 立 す る 鯨 地 と て な い。 吾 人 は こ れ ら に 於 い て, Pasupata

行 者 の 「選 民 意 識 」 を 明 瞭 に 看 取 す る。

も と ヴ ェ ー ダ の 祭 式 を 超 え て atiyajana そ の 他 を 説 き, bhakti を 人 の 側 に,

叉 prasada を 神 の 側 に 配 す る有 紳 的 宗 教 で あ り, 佛 教, 誉 那 教 に 類 似 せ る 教 團

(55) Cf. also yatha porvarp sarpjfianadibhir gatva avartate punaU Punab

tathanena vidhina rudra-samiparp gatva na sakrd avartate(p, 106, ll.20-21)

菅 に慶 して, 新 に就 き, こ の間 の轄 換 を説 く文 例 と して, 更 に次 下 の二 章 句 が あ る。

siddha-sakti-prasarpsaya asiddha-sakti-pratisedhalp CaVaksyamah(p.121, ll

16-17)

yasmad ayarp sahgl ayogi allityatma anajo 'maitras ca bhdtva asahgadi-

bhavena jayate ity esa visesah(p.113, ll 3-4)

(56)比 丘 尼 僧 伽 はAlivikaに は 認 め られ て居 た如 くで あ る(A. L. Basham: op.cit。

PP.106-107)。 この他 翫 述 の裸 形(本 稿 註20)に 關 し て もAjlvika(Basham: op.

cit. pp.107 ff.), 者 那 教 に共 通 性 を見, PasupataとAjivikaの 關 係 を説 く學 者 も

あ る(cf.宗 教 研 究, 168 P, 75.註61)がPasupataの 古 史 研 究 は 困 難 を極 め る。 尚

PasupataとBaulの 關 係 に つい て はK. K. Das Gupta:The Baule and the Pastu-
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(57)

組織を有し, 又ギ リシャの犬儒學派に類比せ られる修行を説きなが らも, pasu-

pataは イン ド正統バ ラ ンの耐會制度の範園を超え得なかつた事は この派 を研
(57)

究する者にとつ工注目すべき一事實 と考え得るであろう。

 patas (J. N. Banerjea Volume pp. 339-352, (Calcutta: 1960))
(57) Cf. Daniel H. H. Ingalls : Cynics and Pasupatas: the Seeking of Dishonour 

(Harvard Theological Review, vol. 55, no. 4, pp. 281-298)

(58)Mahendravikramavarmanの 笑 劇Mattavilasaの 中 で, 登 場 す るPasupata

が, 佛 敏 徒Nagasena, KapalikaのPrakritを 語 るを よそ に, 猫 りSanskritを 語 つ

て居 るの も, 或 い は吾 々 の結 論 と何 ら か の關 係 が あ る か も しれ な い。

*以 下 に, 修 行 者, バ ラモ ンの 語 の 現 わ れ る文 脈 を列 學 す る。

atha-sabdatah-sabda-vyakhyana(m ?)-vacana-snana-sayanady-upadesac ca sisya-
caryayoh prasiddhih (p. 2, ii. 18-20) 

tatha brahmana-grahanat stri-pratisedhad indriya-jayopadesac ca uktam hi 

badhiryam andhyam aghratvam mukata jadata tatha 

unmadah kaunyam kusthitvam klaivyam gudavarta-panguta// 

(evam) adi-rahitah pats-indriyo brahmanah sisyah/sa canya-visisto 'yam sisya 
iti (p. 3, ii. 4-9) 

tatha bhajana-codana-prasada-sivatva-lipsopadesad duhkhantarthinah sisyasyo-

pasadana-pravrttih/na to dharmartha-kama-kaivalyarthatreti/(p. 3, ii. 10-12) 
codanopasadana-samskara-vasyadi-duhkhair abhibhutatvaccadivya indra-kau-

sikadyah sisya iti/tatha sista-pramanyat kamitvad a jatatvac ca manusya-rupi 

bhagavan brahmana-kayam asthaya kayavatarane avatirna iti (p. 3, 11. 14-17) 

bhasma-snana-sayananusnana-nirmalyaikavaso-grahanad adhikarana-prasiddh-

yartham ca sva-sastrokte ayatane sisya-sambandhartham sucau desk bhasma-
vedyam usitah (p. 4, ii. 2-4) 

ato rudra-pracoditah kusika-bhagavan abhyagatyacarye paripurna-paritrpty-

ady-utkarsa-laksanani, viparitani catmani drstva, padavupasamgrhya nyayena. 

jatim gotram srutam anrnatvam ca nivedayitva krta-ksanam acaryam kale 
vaidyavad avasthitam aturavad avasthitah sisyah prstavan (p. 4, ii. 5-8) 

athokta-parigrahadhikara-lipsasu parapadesenopadese sac- chisya-sadhaka-patha-

prasiddhy-artham karana-padarthadhigamartham catmani parapadesam krtva 
bhagavan evoktavan--atheti (p. 4, ii. 10-12) 

sisyenodiritam purvam prasnam apeksyoktavan atheti (p. 4, 1. 13) 

aha kim pariksitaya sisyaya duhkhantah pratijnatah utapariksitayeti ?/ucyate-

pariksitaya/yasmad aha-ata iti/atra atah-sabdah sisya-guna-vacane/yasmad ayam 
brahmavarta-desa-jah kula-jah pats-indriyo vividisadi-sampannah sisyah (p. 4, 

ii. 15-18) 

yavad ayam acaryo grhasthadibhyo'bhyagatam purvam atah-sabdat pariksitam 

-401-



Pasupata:研 究(1)(原) (71)

brahrnanam vratopavasadyam mahadevasya daksinasyam murtau sadyo jatadi-

samskrtena bhasmana samskaroti utpatti-lirnga-vyavrttam krtva mantra-sra-

vanam ca karoti tavad esyah kalah kriyate (p. 8, 11. 5-9) 
utthanadi-gane samyag-vyavasthitasya (sisya) vyakhyeya-vyakhyanayor bha-

gavan eva kramaso vakta (p. 8, 11. 10-11) 
kim ca visesarthitvat/visesarthi cayam brahmanah (p. 10, 1. 5) 

upahriyate nivedyate niyoga-matra-kartrtvat sadhakenety upaharalh (p. 14) 
 11. 8-9) 

evam (daksina-murtir ity, ukte ?) asya brahmanasya purva-prasiddha niyama 

niyamaih pratisedhyante (p. 15, 11. 16-18) 
varsabhedam to yah kuryad brahmnano yoga-diksitah 

prajapatyena krcchrena tatah papat pramucyate (verse) (p. 17, 11. 15-16) 
tad yatha-yatra bhavan jatas tatra dese brahmana eva na santiti yadi kas 

cid adhiksepam kuryat tatra krodho na kartavyah (p. 25, 1. 19-p. 26, 1. 1) 
brahmacarye sthitam dhairyam brahmacarye sth'itam tapah/ye sthity brahma-, 

caryena brahmana divi to sthitah//ksiram pibanti madhu to pibanti somam 

pibanty amrtena sardham/mrtyoh purastad amara bhavanti ye brahmana 
brahmacaryam caranti (verse) (p. 21, 11. 5-10) 

masi masi kusagrena yah pibet somam agrajah 

bhaiksyam cavyavaharena tulyam bhavati va na va (verse) (p. 33, 11. 1-2) 

apramado damas tyago brahmanasya hayah smrtah 

sila-rasmi-samayuktair dheyatma manase rathe(?) (verse) (p.-33, 11. 18-19) 

asyaiva ca sutrasya samarthyat sarva-dravya-parityage krte eka-vaso-matra-

parigrahah samskartavyah sisyah' (p. 35, 11. 1-2) 
aha-naveksen nabhibhased ity ukte 'tha kim anena sadhakenandha-mukavad 

avasthatavyam iti ? (p. 37, 11. 6-7) 
asya iti sadhakapadese (p. 41, 1. 10) 

atmanah sadhakasya (p. 41, 1. 17) 

yasmad aha-yuktottare saty api padartha-vailaksanye rarnga-patakadivac chis-

yapralobhanartham idam arabhyate (p. 42, 11. 2-3) 
aha-akalusa-mating sadhakena kim kartavyam (p. 41, 1. 1) 

aha-kim sva-saktyadhyakranta vasya bhavanti ? ahosvid dharma-maryadam 

raksanti guru-sisyavat ?/guroh saktah sisyo nadhyakrantah (p. 47, 11. 7-9) 

atra ksayo nama sati purusa-nityatve purvam asya brahmanasya tais tair 
aisvaryair apakarsah (p. 49, 11. 16-17) 

aha-athaitat sattvam adyatvam ajatatvam ca gunam karane jnatva sadhakena 
kim kartavyam ? (p. 53, 11. 5-6) 

(mi) iti sadhakapadesah (p. 53, 1. 7) 
 tad ucyate-siddha-sadhaka-pasunam/tad-ayattatvat siddha-sadhaka-bhavasya, 
sarva-pasunam ca pravrtti-nivrtti-sthity-adi-phalanam ity ato jyesthah parata-
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rah (p. 57, 11. 2-4) 
athaitat karana-guna-vacanam jnatva sadhakena kim kartavyam ? (p. 62, 1. 16) 

atra yasya sadhakah (p. 62, 11. 18-19) 

ucyate-purvam asya brahmanasya deva-yajane pitr-yajane cadhikaro'dhigatah 

(p. 63, 11. 6-7) 
tad ucyate-(ya)sya sannidhyad ayam brahmanah paridrstartho 'pi bhutva du-
stasvatara-ratha-sthaniyair dehendriyadibhir apanlyate apahriyate tad ama-

hatmyam (p. 67, 11. 7-9) 

yasya sannidhyad ayam brahmanah snana-sayananusnanadi-krathana-spandana-
dhyayana-dhyana-smarana-karana-samartho bhavati paraya sraddhaya yuktas 

tan mahatmyam (p. 67, 11. 13-15) 

evam-adi-diksa-prabhrtir asya brahmanasya (?) / (yada)ebhis tribhir upa-

yair garnga-srotovad dharmasyayo 'dharmasya vyayo bhavati, tadatidanadi-
nispannena prakrstena tapasa asya brahmanasya harsotpattir mahatmya-labhas 

ca sambhavatity arthah//aha-atidanadi-nispannena prakrstena tapasasya
brahmanasya ka gatir bhavatiti ? (p. 69, 11. 11-16) 

katham adhyayana-dhyanadi-rahitam api sadhakam tapo 'tigatim gamayati 

tadabhyaso haraty enam iti vacanat (p. 69, 11. 19-20) 

aha-atyanta-tapaso guna-vacanam jnatva karanam ca sadhakena kim karta-

vyam ? (p. 70, 11. 12-13) 

saktim ca jnatva yatha sadhako 'stabhir namaskarair atmanam dadati, tatha 
vaksyamah (p. 72, 11. 4-5) 

tan krathanadin sadhako natad avasthito rangaval laukikan adhijanya (?) 

natakavad acaran acarati karoti prayunkta ity ato 'yamvyaktacarah (p. 78, 
11. 11-13) 

mana iti sadhaka-kala-karmabhidhane (p. 80, 1. 4) 

 sa ca sadhakasya phalabhidhanad atidanadisv ity ucyate, na purva-krta-sukrta-
dana-vivaksaya (p. 81, 11. 4-5) 

krtsna-tapah paryapta-tapah sadhaka ity arthah (p. 88,11. 18-19) 

aha-athaitam rupa-vibhutim jnatva sadhakena kim kartavyam ? (p. 91, 1. 4) 

lingair gopya gudha-vidya, sadhake ity arthah/aha-gudha-vidye sadhake ka 
karya-nispattih ? (p. 92, 11. 15-16) 

gupte brahmane tapa anantyaya prakasata ity arthah (p.93, 11. 15-16) 
sakrtatvad(?) yasmad ayam brahmanas tatha prayunkte, yatha laukikanamm 

dharma-sadh'ana-bhavo na vidyata iti, ato gudha-vrata iti (p. 94, 11. 3-5) 

tatra pidhata sadhakah (p. 96, 1. 5) 

 vag-adini va gopayitva sadhakena kim kartavyam ? (p. 96, 11. 10-11) 
aha-anena sadhakena kim kartavyam iti ? (p. 98, 1. 10)

 avyakta-pretonmattadyam brahmana-karma-viruddham kramam drstva yavad
ayam sisyah enam artham na braviti tat tasya hrdi-stham as ankitam upala-
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bhyottaram bruma iti krtva bhagavan idam sutram uvaca-(p. 99, 11. 17-20) 
brahmanas cayam indrah sresthah/sutre brahmana-grahanat sudra-pratisedhac 

ca (p. 101, 11, 19-20) 

tatra jaty-abhimano nama brahmano 'ham iti/pu jyatvad urdhva-gamanadinam 

karyanam ucchritatvat trayanam api varnanam upadesena gurutvad yajna-
kartrtvat trailokya-sthiti-hetoh brahmano 'ham iti prathamo mano jaty-utka-

rsat/tatha brahmananam api grhasthadinam pujyatvat tat-krtamanas ca (p. 
100, ii. 4-9) 

taya sukrtaya samyak prayuktayeti sadhaka-sadhana-pradhanyam (p. 103, 11. 

8-9) 
nindaya aninditatvam gunam jnatva sadhakena kim kartavyam ? (p. 104, 1. 7) 

kim to samskaravad brahmanasyaiva (p. 106, 1. 10) 

. sthana-matra-vailaksanya-darsanad brahmanesv eva kas cic-chabdah/g-rhastho 

brahmacari vanaprastho bhiksur eka-vedo dvi-vedas tri-vedes catur-vedo 

gayatri-matra--saro vanena vidhina rudra-samipam praptah san na kascid bra-
hmanah punar avartata ity arthah/brahmana-grahanam brahmanyavadharanar-
tham, brahmana eva nanya ity arthah/ksetra-jne ca brahmana-samjna/kasmat ? 

/upacaya-janma-yogat samskara-yogat sruta-yogac ca brahmanah (p. 106, 11. 14 
-19) 
-tad ucyate -karanadi-bhavenoktasya bhagavata ekatvam sadhako jnatva tat-

sadhanam arabhate (p. 107, 11. 8-9) 
. aha-athaite drk-kriya-sakti mahadevat sadhakah kim sva-saktita asadayati ? 

(p. 108, 11. 10-11) 

pravistam sadhakam avarayati gopayatiti guha (p. 116, 11. 4-5) 
asiddhas cayam yogi brahmano go-mrga-dharmavastho yadi sarvathapi go-

mrgavat pravartate, tato lipyate (p. 122, 11. 12-13) 
ihavasthanad avasthanam prapya brahmanasya sarvatra vasaty-artha-vrtti-

bala-kriya-labhadayo 'yuta-siddha vaktavyah (p. 129, 11, 8-9) 

traya eva hrada durgah sarva-bhutapaharinah 
striyo 'nna-panam aisvaryam tesu jagratha brahmanah ! (p. 134, 11. 18-19) 

dusayanti yasmad adhyayana-dhyanadi-nistham sad hakam vicittam kurvantiti 

dosah (p. 137, 1. 5) 

yasmat tenavistah sadhako 'dhyayana-smaranadibhyas cyavatity ato tradhar-

mo hetuh (p. 137, 11.8-9) 
yatha ca kanksato lipsatas ca sadhakadhikara-nivrttis tatha vaksyamah (p. 
144, 11. 10-11) 

aha-atra karya-karana-mahabhagyam evatra brahmani cintyate, na to sadha-

kasya lipsa labho veti ? (p. 146, 11. 1-2) 

manusyam caneka-vidham brahmanadyam (p. 147, 1. 18) 
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